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防災まちづくりアンケートの結果がまとまりました︕︕ 
 
木崎地区の防災・減災に向けた取組を検討するために、木崎地区にお住いの皆さんを対象に実施した「防災まちづく

りアンケート」の結果がまとまりましたので、結果概要をお知らせします。1,000世帯を超える方々に御協力いただき、誠
にありがとうございました。 
なお、詳細については、自治会館で閲覧するか、または、自治会のホームぺージをご覧ください。 
アンケートの結果から見えてきた地区の魅力や課題を、今後、できるだけ多くの皆さんと実際に木崎地区内を歩いて

みて、確認したいと考えています。改めて参加者を募集しますので、皆さん、是非ご参加ください。 
 

1. アンケート実施概要 

項 目 内 容 
調査時期 令和 3年 9月 30日（木）配付～令和 3年 10月 26日（火）締切 
調査方法 アンケート調査(ポスティング配付・各組の組長へ提出) 
対 象 者 木崎自治協力会世帯(2,451世帯)に配付 
配 付 数 配付数：2,451世帯 
回収結果 回収数：1,097世帯（回収率：44.8％） 

 
2. 回答者属性 

■性別 ■年齢 
 
 
 
 
 
 
 

 
■居住年数 ■家族構成 

 

 
■居住形式 ■居住地域 
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3. アンケート結果のポイント 
 

(１) 防災に関すること 

 災害リスク（延焼リスクなど）について、分かりやすい情報提供が必要である。 
• 木崎地区の災害リスクについて、「知らない」又は「確認方法がわからない」が半数以上を占めている。 
⇒年齢を問わず伝わりやすい情報を提供する。（「防災まちづくりだより」の発行など） 

【災害リスクの認知度】 

   
 防災や避難に関する情報発信が必要である。 
• 感震ブレーカーと住宅用消火器等の設置が少ない。⇒設置を推奨。 
• その他の家庭での備え(耐震化、備蓄等)は６～8割の方が実施済み。 
⇒個人でできる重要な防災対策があることを周知。 

• 避難場所の認知度は8割に対して、避難場所までの安全な避難ルートの認知度は6割。 
⇒防災訓練等を通じて、地区内の安全な避難ルートを身に付けてもらう。 

【家庭での災害に対する備えの状況】 

     
 防災に取り組んでいない方への情報発信や活動への参加の呼びかけが必要である。 
• 「防災を意識しているが何もしていない」が４割、「必要性は感じるが何をしてよいか分からない」が２割いる。 
⇒自宅でできる防災対策の情報発信や地区の防災活動への参加を呼びかける。 

【防災についてどのように感じているか】 
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 若い世代を中心に、木崎自主防災会の防犯・防災の取組への参加促進が必要である。 
• 木崎自主防災会の防犯・防災の取組への参加経験がある方は約４割。 
⇒地区の防犯・防災の取組への参加促進を図る必要がある。(特に若い世代) 

【木崎自主防災会の防犯・防災の取組への参加について】 

  
(２) 木崎地区の望ましいまちづくりの方向性について 

 住環境の課題として、公園・広場の少なさ、建物の密集状況、道幅が狭い点などを行政と協力して
解決する必要がある。 

 地区の魅力である「閑静な住宅地」、「買い物環境」などを活かしたまちづくりを進める必要がある。 
【木崎地区の住環境について問題と感じるもの】  【木崎地区の魅力】 
みどり 第1位 公園・広場が少ない（46％）  第1位 静かで落ち着きのある住宅地（52％） 

第2位 買い物環境の充実（43％） 
第3位 公共交通の利便性の良さ（25％） 
第4位 自然環境の豊かさ（23％） 

（※回答率20%以上の選択肢を抽出） 

建物 第1位 建物が密集している（49％）  

道路 第1位 道幅が狭い（75％） 
第2位 見通しが悪い（33％） 
第3位 歩行者が安全に通行できない（30％） 

 

 まちづくりの方向性として「犯罪のない安心さ」、「公共空間の充実」、「災害への安全性」が求められ
ている。 

 災害に強いまちに関しては、特に、「緊急車両が乗り入れられるまちづくり」、「燃え広がりにくいまちづ
くり」等のハード整備が求められている。 
⇒一方で、「地域コミュニティの活性化」、「防災力を向上させるまちのルール作り」等の共助につながるソフト対策
を必要だと感じている人が少なく、ハード整備と合わせてソフト対策を行っていく必要がある。 

【木崎地区のまちづくりの方向性】  【災害に強いまち、良好な住環境のために必要なもの】 
第1位 犯罪のない安心して暮らせるまち(58％) 
第2位 道路・公園など公共空間が充実したまち 

（39％） 
第3位 災害に強い安全なまち（31％） 

 第1位 緊急車両が乗り入れられるまちづくり（41％） 
第2位 燃え広がりにくいまちづくり（32％） 
第3位 避難場所や防災設備の充実（27％） 

 ■回答の割合が10%以下の項目 
・防災活動が活発なまちづくり  ・地域コミュニティの活性化 
・防災力を向上させるまちのルールづくり ・行き止まり道路の改善 

 若い世代を含む地区住民がまちづくりに参加できる場や機会を設ける必要がある。 
• 今後のまちづくりに参加したい方が６割～７割を占めている。 
⇒特に防災・防犯の取組に参加が少ない30・40代についても参加意欲が高いため、若い世代を含めて木崎地
区のまちづくりに参加できる場や機会を設けることが必要。 

【今後の安心・安全なまちづくりに参加していきたいか】 
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防災まちづくりアンケート結果の活用について 
 

「木崎地区防災まちづくり計画」を作成するため、今回のアンケート結果を踏まえて、以下の 3 点の検
討を進めて行きます。 

 

 

 

 

防災まちづくりアンケートへのご協力ありがとうございました。 
●木崎地区防災まちづくりアンケート結果の詳細について 
      木崎自治協力会ホームページ/防犯・防災 

（URL：http://www16.plala.or.jp/kizaki-jichikai/crimeprevention.html） 
      アクセスはこちら➡ 

●「防災まちづくり方針」について 
      さいたま市ホームページ 
（    （URL：https://www.city.saitama.jp/001/011/015/003/004/p071884.html） 
      アクセスはこちら➡ 

お問合せ先 
●木崎自治協力会(木崎自治会館) 
 ☎電話：048-831-4971 
 📠📠FAX：048-831-4977 

 

■まちの現状の把握と共有化 
●木崎地区が抱えている問題 
●木崎地区が持っている魅力 

 

■目指すべきまちの姿 
●例） 安全・安心で住み続けられるまち 
      災害に強い、皆で助け合えるまち 

■防災まちづくの方向性 
●問題を解決する、魅力を活かすための方向性を検討 
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